
【令和６年７月２５日からの大雨関係】

住宅の応急修理制度について（災害救助法）

≪制度の概要≫
令和６年７月２５日からの大雨により被害を受けた住宅のうち、一定規模以上の被害が発生

した世帯を対象に、日常生活に必要不可欠な最小限度の応急修理について、住民からの申込み
に基づき町が施工業者に修理を依頼し、費用を支援するものです。
※工事費を町が施工業者に直接支払う制度であり、被災者へ現金を給付するものではありま
せん。

≪対象者≫
次の（１）（２）の両方の要件を満たす方（世帯）

（１）「大規模半壊」、「中規模半壊」、「半壊」、「準半壊」の住宅被害を受け、そのまま
では住むことができない状態にあること
※被害の程度は、遊佐町が発行する罹災証明書をご確認ください。
※全壊であっても、修理することで居住することが可能となる場合には、対象となる場合
があります。
※住宅以外の建物（車庫、納屋、小屋など）、空き家は対象になりません。

（２）応急修理を行うことによって、被害を受けた住宅に住み続けることが見込まれること

≪応急修理の範囲≫
屋根等の基本部分、ドア等の開口部、上下水道の配管・配線、トイレ等の衛生設備など、日

常生活に欠くことのできない部分
※設備については、工事前の性能と同等品に限ります。

≪限度額≫

※限度額を超える費用、対象外の工事部分の費用は被災者負担となります。

≪完了期限≫
令和６年７月２５日（発災の日）から１２ヶ月以内

≪受付日時≫
令和６年８月１９日（月） ８：３０から

手続きの流れについては裏面をご確認ください。

住家被害 大規模半壊 中規模半壊 半壊 準半壊

費用の限度額 ７１７，０００円 ３４８，０００円

【制度についての問い合わせ】
地域生活課管理衛生係 ＴＥＬ：０２３４－７２－５８８３
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①申請書の入手
②「り災証明書」の入手

修理業者
修理見積書の入手

修理内容の説明

※自治体は、必要に応じて、被災者に業者の斡旋や
応急修理業者の指定等を実施

＜提出書類＞
①災害救助法の住宅の応急修理申込書
②住宅の被害状況に関する申出書
③り災証明書（写し）
④施工前の被害状況がわかる写真
⑤資力に関する申出書 ※中規模半壊以下の場合
⑥修理見積書
⑦借家の応急修理に係る所有者の同意書 ※借家の場合
⑧「住宅の応急修理」申込チェックシート

被災者

被災者修理業者

被災者へ工事実施の連絡

①「修理依頼書」を発行
②「請書」を徴収

修理業者による工事の実施

「写真」、「修理見積書」の審査
※災害救助法対象分と個人対象分に整理
必要に応じて、現地調査の実施

工事契約
（自己負担分）

※必ずしも修理業者と契約
書を取り交わす必要はなく、
請書の徴収で差し支えない 被災者に連絡の上、工事を実施
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修理業者

「工事完了報告書」を提出
（「工事施工前、施行中、施工後の写真」等を添付）

修理費用の確定

請求書の提出

請求書の確認、支払い

※修理費用のうち、１世帯あたり
の限度額を超える部分について
は、被災者が負担する


